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共⽣とは、違う種類の⽣き物が同じ場所で⽣活すること
です。その関係は様々で、⽚⽅に利害があったり、両⽅に
利益が⽣じたりします。	
 共⽣のうち、AがBから⼀⽅的に利益を受けている場合を
寄⽣、両⽅に利益がある場合を相利共⽣といいます。	
今⽇は実際の⽣き物で、いろいろな例を観察しましょう。	



❶シロツメクサと根粒菌	
 マメ科などの植物の根に細菌類が共⽣したものが根粒
(こんりゅう)です。根粒菌は空気中にある窒素を、植物が
利⽤しやすい硝酸塩に変化させてくれるので、植物に
とっては利益になります。根粒の断⾯はほんのり⾚い⾊
をしています。なぜでしょうか？	

❷植物と菌根	

❸クスノキのダニ部屋のひみつ	

ネジバナなど、ランの仲
間は葉緑体を持たないた
め、菌から栄養をもらっ
て⽣育します。	

クロマツの菌根	

 クスノキの葉脈の分岐点にある⼩さなふくらみは何なの
でしょうか？この中には、葉をダメにするフシダニの仲間
(悪いダニ）、フシダニを⾷べるカブリダニの仲間(いいダ
ニ)、あまり害をあたえない別のフシダニの仲間(ふつうの
ダニ）など、何種類かのダニが暮らしています。彼らの共
⽣関係はどのようになっているのでしょうか？	

根粒	

断⾯	

 菌根は、真菌類が植物の根に侵⼊した共⽣体で、アブ
ラナ科とアカザ科を除くすべての植物に広く⾒られます。
菌は植物から炭⽔化物を、植物はリンなどの養分を菌か
ら受け取る共⽣関係が成り⽴っています。	
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